
目　次　　vi

序　

文　
　

iii

要　

約　
　

1

Ⅳ　
　

コ
メ
ン
タ
リ
ー

［
コ
メ
ン
タ
リ
ー
］
連
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ス
ー
ザ
ン
・
ウ
ル
フ　

33

自
律
の
尊
重　
　

36

合
意　
　

37

人
を
単
な
る
手
段
と
し
て
取
り
扱
う　
　

40

カ
ン
ト
的
契
約
主
義　
　

43

そ
の
他
の
緊
張
関
係　
　

46

結
論
―
―
連
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ　
　

49

［
コ
メ
ン
タ
リ
ー
］
目
的
そ
れ
自
体
と
し
て
の
人
間
性
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
57

第
1
部　

理
性
的
合
意
、
実
践
理
性
、
目
的
そ
れ
自
体
と
し
て
の
人
間
性　
　

57

第
2
部　

ト
ロ
リ
ー
問
題　
　

63

ア
レ
ン
・
ウ
ッ
ド

訳
・
奥
野
久
美
恵



vii　　目　次

1　

救
命
艇　
　

67

2　

な
ぜ
ト
ロ
リ
ー
問
題
は
誤
っ
た
導
き
方
を
す
る
の
か　
　

69

3　

ト
ン
ネ
ル　
　

70

4　

陸
橋　
　

71

5　

権
利
と
資
格　
　

72

6　

極
端
な
状
況　
　

74

7　

目
的
の
王
国　
　

75

［
コ
メ
ン
タ
リ
ー
］
方
法
の
不
適
合
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

［
コ
メ
ン
タ
リ
ー
］
ど
う
し
て
私
は
カ
ン
ト
主
義
者
で
は
な
い
の
か
……
…
Ｔ
・
Ｍ
・
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン　

115

Ⅴ　
　

回　

答

第
十
八
章　

連
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
141

65　

現
実
の
合
意
と
可
能
な
合
意　
　

141

66　

あ
る
人
を
単
に
手
段
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と　
　

143

67　

カ
ン
ト
的
規
則
帰
結
主
義　
　

145

68　

三
つ
の
伝
統　
　

151

バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ー
マ
ン�

訳
・
奥
野
久
美
恵



目　次　　viii

第
十
九
章　

目
的
そ
れ
自
体
と
し
て
の
人
間
性
に
つ
い
て
…
155

69　

カ
ン
ト
の
〈
自
律
の
定
式
〉
と
〈
普
遍
的
法
則
の
定
式
〉　　

155

70　

至
上
の
価
値
と
し
て
の
理
性
的
性
質　
　

158

71　

尊
重
さ
れ
る
べ
き
価
値
と
し
て
の
理
性
的
性
質　
　

163

第
二
十
章　

方
法
の
不
適
合
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
169

72　

カ
ン
ト
の
定
式
を
改
訂
す
る
必
要
が
あ
る
か
？　
　

169

73　

新
し
い
カ
ン
ト
的
定
式　
　

175

74　

カ
ン
ト
的
契
約
主
義
に
対
す
る
ハ
ー
マ
ン
の
反
論　
　

179

第
二
十
一
章　

人
数
は
ど
の
よ
う
に
し
て
重
要
な
の
か
…
…
193

75　

ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
の
個
人
主
義
的
制
約　
　

193

76　

功
利
主
義
と
集
計
と
分
配
原
理　
　

195

第
二
十
二
章　

ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
的
契
約
主
義
…
…
…
…
…
…
217

77　

不
正
さ
と
非
人
格
的
制
約
に
関
す
る
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
の
主
張　
　

217

78　

非
同
一
性
問
題　
　

221

79　

ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
的
契
約
主
義
と
未
来
の
人
　々
　

235



ix　　目　次

第
二
十
三
章　

三
重
理
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
249

80　

収
斂
の
議
論　
　

249

81　

ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
理
論
の
独
立
性　
　

260

Ⅵ　
　

規
範
性

第
二
十
四
章　

分
析
的
自
然
主
義
と
主
観
主
義
…
…
…
…
…
269

82　

衝
突
す
る
諸
理
論　
　

269

83　

理
由
に
関
す
る
分
析
的
主
観
主
義　
　

276

84　

内
的
理
由
の
非
重
要
性　
　

282

85　

実
質
的
主
観
主
義
の
諸
理
論　
　

297

86　

規
範
的
信
念　
　

298

第
二
十
五
章　

非
分
析
的
自
然
主
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
305

87　

道
徳
的
自
然
主
義　
　

305

88　

規
範
的
な
自
然
的
事
実　
　

315

89　
「
で
あ
る
」
か
ら
「
べ
し
」
へ
の
議
論　
　

321

90　

厚
い
概
念
の
議
論　
　

325



目　次　　x

91　

規
範
性
の
反
論　
　

335

第
二
十
六
章　

瑣
末
性
の
反
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
341

92　

規
範
的
概
念
と
自
然
的
性
質　
　

341

93　

科
学
的
発
見
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー　
　

346

94　

事
実
言
明
の
議
論　
　

350

95　

瑣
末
性
の
反
論　
　

355

第
二
十
七
章　

自
然
主
義
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
…
…
…
…
…
…
…
373

96　

理
由
に
関
す
る
自
然
主
義　
　

373

97　

ソ
フ
ト
な
自
然
主
義　
　

381

98　

ハ
ー
ド
な
自
然
主
義　
　

385

第
二
十
八
章　

非
認
知
主
義
と
準
実
在
論
…
…
…
…
…
…
…
397

99　

非
認
知
主
義　
　

397

100　

規
範
に
関
す
る
意
見
の
不
一
致　
　

404

101　

非
認
知
主
義
者
は
規
範
に
関
す
る
間
違
い
を
説
明
で
き
る
か
？　
　

409

第
二
十
九
章　

規
範
性
と
真
理
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
423



xi　　目　次

102　

表
出
主
義　
　

423

103　

重
要
な
こ
と
に
関
す
る
ヘ
ア
の
説　
　

432

104　

規
範
性
の
議
論　
　

436

第
三
十
章　

規
範
的
真
理
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
449

105　

意
見
の
不
一
致　
　

449

106　

い
か
に
生
き
る
べ
き
か
に
つ
い
て　
　

453

107　

い
く
つ
か
の
誤
解　
　

457

108　

自
然
化
さ
れ
た
規
範
性　
　

463

109　

シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
直
観　
　

468

110　

旅
の
前
途　
　

472

111　

理
由
の
再
発
見　
　

478

第
三
十
一
章　

形
而
上
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
489

112　

存
在
論　
　

489

113　

非
形
而
上
学
的
認
知
主
義　
　

501

第
三
十
二
章　

認
識
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
515

114　

因
果
性
の
反
論　
　

515



目　次　　xii

115　

妥
当
性
の
反
論　
　

525

116　

認
識
的
信
念　
　

531

第
三
十
三
章　

理
性
主
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
539

117　

認
識
的
理
由　
　

539

118　

実
践
的
理
由　
　

554

119　

進
化
の
力　
　

564

第
三
十
四
章　

意
見
の
一
致
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
575

120　

意
見
の
不
一
致
か
ら
の
議
論　
　

575

121　

収
斂
の
主
張　
　

581

122　

苦
し
み
の
二
重
の
悪
さ　
　

598

第
三
十
五
章　

ニ
ー
チ
ェ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
603

123　

価
値
の
価
値
転
換　
　

603

124　

善
と
悪　
　

615

125　

人
生
の
意
味　
　

629

第
三
十
六
章　

最
も
重
要
な
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
641



xiii　　目　次

126　

こ
れ
に
は
す
べ
て
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
っ
た
の
か
？　
　

641

127　

未
来　
　

646

補
論
Ｄ　

な
ぜ
何
か
が
あ
る
の
か
？　

な
ぜ
こ
れ
な
の
か
？　
　

655

補
論
Ｅ　

公
正
警
告
説　
　

683

補
論
Ｆ　

カ
ン
ト
の
〈
普
遍
的
法
則
の
定
式
〉
を
支
持
す
る
い
く
つ
か
の
彼
の
議
論　
　

687

補
論
Ｇ　

善
に
関
す
る
カ
ン
ト
の
主
張　
　

707

補
論
Ｈ　

自
律
と
定
言
命
法　
　

713

補
論
Ｉ　

カ
ン
ト
の
動
機
づ
け
の
議
論　
　

727

補
論
Ｊ　

存
在
す
る
も
の
に
つ
い
て　
　

759

巻
末
注　
　

793

出
典
に
関
す
る
注　
　

823

訳
者
解
説　
　

847

参
考
文
献　
　

7

索
引　
　

2



847　　

訳
者
解
説

本
訳
書
はD

erek Parfit, O
n W

hat M
atters, V

olum
es  1 and  2

（O
xford U

niversity Press, 2011

）
の
全
訳
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
に

刊
行
さ
れ
た
第
3
巻
に
つ
い
て
は
後
述
）。『
重
要
な
こ
と
に
つ
い
て
』
第

1
巻
と
第
2
巻
は
、
ち
ょ
う
ど
著
者
の
最
初
の
書
物
『
理
由
と
人
格
』

（
原
書
一
九
八
四
年
。
邦
訳
一
九
九
八
年
）
が
二
十
世
紀
の
倫
理
学
に
お

け
る
最
も
重
要
な
著
作
と
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
刊
行
後
十
年
を
経

た
今
日
す
で
に
二
十
一
世
紀
の
倫
理
学
に
お
け
る
道
標
的
大
著
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
本
書
の
多
く
の
部
分
が
英

語
圏
の
何
冊
も
の
倫
理
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
中
に

再
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

デ
レ
ク
・
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
経
歴
や
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
す
で
に

『
理
由
と
人
格
』
の
訳
者
解
説
で
書
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
彼
が
そ
の

後
も
二
〇
〇
九
年
ま
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
オ
ー
ル
・
ソ
ウ
ル

ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
ェ
ロ
ー
を
つ
と
め
、
二
〇
一
七
年
一
月
二
日
に
七

四
歳
で
逝
去
す
る
ま
で
研
究
活
動
を
続
け
た
と
い
う
こ
と
を
つ
け
加
え

る
に
と
ど
め
る
。

ま
た
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
編
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
シ
ェ
フ
ラ
ー

に
よ
る
著
者
の
意
図
を
よ
く
と
ら
え
た
「
序
論
」
と
著
者
自
身
に
よ
る

詳
し
い
「
要
約
」
が
あ
る
の
で
、
屋
上
三
層
の
屋
を
架
す
る
こ
と
を
避

け
て
そ
れ
に
譲
り
、
以
下
で
は
ご
く
簡
単
に
各
編
の
主
題
を
述
べ
、
さ

ら
に
い
く
つ
か
の
注
目
に
値
す
る
点
を
指
摘
し
た
い
。

本
書
の
第
Ⅰ
部
は
理
由
と
い
う
概
念
の
検
討
か
ら
始
ま
る
。
パ
ー
フ

ィ
ッ
ト
は
最
初
の
著
書
に
『
理
由
と
人
格
』
と
い
う
題
名
を
つ
け
た
が
、

奇
妙
な
こ
と
に
そ
の
ど
こ
で
も
理
由
と
い
う
観
念
自
体
を
論
ず
る
こ
と

を
し
な
か
っ
た
。
彼
は
『
理
由
と
人
格
』
と
違
っ
て
、
こ
こ
で
は
理
由

に
関
す
る
主
観
主
義
を
徹
底
的
に
排
し
て
客
観
主
義
を
提
唱
す
る
。
主

観
主
義
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
持
つ
理
由
は
自
分
の
欲
求
や
目
的
と
い
っ

た
心
理
的
状
態
に
依
存
す
る
と
い
う
説
で
あ
り
、
客
観
主
義
と
は
、
理

由
は
欲
求
や
目
的
の
対
象
に
つ
い
て
の
事
実
に
依
存
す
る
と
い
う
説
で

あ
る
。
理
由
に
関
す
る
こ
の
客
観
主
義
は
、
第
Ⅵ
部
で
特
に
バ
ー
ナ
ー

ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
理
由
観
に
対
抗
し
て
提
唱
さ
れ
る
、（
動
機
づ

け
で
は
な
く
理
由
に
つ
い
て
の
）
外
在
主
義
と
同
一
視
で
き
よ
う
。（
な

お
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
「
〇
〇
と
い
う
事
実
が
理
由
で
あ
る
」
と
い
う
よ
り
も
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「
〇
〇
と
い
う
事
実
が
理
由
を
与
え
る
」
と
い
う
言
い
方
を
好
む
が
、
そ
れ

は
彼
が
理
由
と
い
う
も
の
を
あ
く
ま
で
も
規
範
的
な
概
念
と
し
て
理
解
し
て

い
て
、
経
験
的
な
意
味
で
の
事
実
と
は
別
物
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
84

節
を
見
よ
。）

ま
た
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
道
徳
だ
け
で
な
く
広
く
規
範
や
価
値
の
領
域

に
お
い
て
、
善
悪
や
正
不
正
や
権
利
義
務
と
い
っ
た
概
念
よ
り
も
理
由

と
い
う
概
念
の
方
が
基
本
に
あ
っ
て
、
も
は
や
そ
れ
以
上
還
元
し
た
り

分
析
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
原
始
的
な
概
念
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
哲
学
的
盟
友
で
あ
る
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
も
強
力

に
提
唱
し
て
い
る
こ
の
見
解
は
、
現
在
で
は
「
理
由
原
理
主
義Rea-

son Fundam
entalism

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

第
Ⅱ
部
と
第
Ⅲ
部
は
二
〇
〇
二
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
イ
校
で
行
わ
れ
た
〈
タ
ナ
ー
講
義
〉
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
パ
ー

フ
ィ
ッ
ト
は
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
な
す
べ
き
行
為
を
指
示
す
る
原
理

に
関
し
て
、
帰
結
主
義
と
カ
ン
ト
主
義
と
契
約
主
義
と
い
う
三
つ
の
主

要
な
規
範
倫
理
学
上
の
立
場
の
い
く
つ
も
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
詳
細
に

検
討
し
て
、
各
々
の
最
も
説
得
力
あ
る
も
の
を
選
ぶ
。
そ
れ
は
帰
結
主

義
に
つ
い
て
は
行
為
帰
結
主
義
で
な
く
規
則
帰
結
主
義
で
あ
り
、
カ
ン

ト
主
義
に
つ
い
て
は
定
言
命
法
の
い
く
つ
か
の
定
式
の
う
ち
〈
道
徳
的

信
念
の
定
式
〉
で
あ
り
、
契
約
主
義
に
つ
い
て
は
ゴ
テ
ィ
エ
や
ロ
ー
ル

ズ
で
は
な
く
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
版
の
契
約
主
義
で
あ
る
。
そ
し
て
パ
ー
フ

ィ
ッ
ト
は
第
十
七
章
で
、
こ
の
三
つ
の
理
論
が
す
べ
て
〈
カ
ン
ト
的
規

則
帰
結
主
義
〉
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
同
一
の
結
論
に
至
る
と
主
張
す

る
。
本
書
の
題
名
が
今
の
も
の
に
決
ま
る
前
の
仮
題
は
『
同
じ
山
に
登

る
』
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
事
情
の
比
喩
だ
。

第
Ⅱ
部
と
第
Ⅲ
部
で
特
に
目
を
引
く
の
は
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
に
よ
る
カ

ン
ト
倫
理
学
の
詳
細
な
検
討
で
あ
る
。
彼
は
一
般
的
な
理
解
と
違
っ
て

カ
ン
ト
倫
理
学
の
義
務
論
的
性
質
を
弱
め
、
そ
れ
を
帰
結
主
義
に
引
き

寄
せ
て
解
釈
、
と
い
う
よ
り
も
改
釈
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
倫
理
学
の
擁

護
者
か
ら
見
れ
ば
、
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
カ
ン
ト
解
釈
は
定
言
命
法
の

〈
普
遍
的
法
則
の
定
式
〉
の
文
言
解
釈
に
ば
か
り
こ
だ
わ
っ
て
（
そ
の

一
方
、
41
節
冒
頭
で
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
カ
ン
ト
の
「
完
全
義

務
」
と
「
不
完
全
義
務
」
の
区
別
を
無
視
す
る
）、
善
意
志
の
至
上
の
価
値

と
か
道
徳
性
の
尊
厳
と
か
人
格
の
目
的
と
し
て
の
性
質
と
い
っ
た
カ
ン

ト
倫
理
学
の
核
心
を
と
ら
え
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

（
こ
の
こ
と
は
ウ
ッ
ド
と
ハ
ー
マ
ン
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
か
ら
も
う
か
が
わ
れ

る
が
、
も
っ
と
明
確
に
は
、
た
と
え
ばH

usain Sarkar, K
ant and Parfit 

（Routledge, 2018

） passim
; K

. R. W
estphal, H

ow
 H

um
e and K

ant 

R
econstruct N

atural Law
 

（O
xford U

niversity Press, 2016

） p.  86 

nn. 17-18

）。
し
か
し
そ
う
で
な
い
者
か
ら
見
れ
ば
、
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト

の
カ
ン
ト
解
釈
は
行
動
の
帰
結
と
い
う
要
素
を
正
面
か
ら
取
り
入
れ
る

と
同
時
に
、
行
為
の
動
機
（
内
面
性
）
の
過
大
評
価
を
避
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
カ
ン
ト
倫
理
学
の
欠
陥
を
補
正
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

第
Ⅳ
部
は
、
第
Ⅱ
部
と
第
Ⅲ
部
に
対
す
る
ス
ー
ザ
ン
・
ウ
ル
フ
と
ア
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レ
ン
・
ウ
ッ
ド
と
バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ー
マ
ン
と
Ｔ
・
Ｍ
・
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン

と
い
う
四
人
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
に
よ
る
批
判
的
検
討
で
あ
る
。
四
人

と
も
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
カ
ン
ト
解
釈
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

ハ
ー
マ
ン
は
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
彼
女
自
身
の
カ
ン
ト
解
釈
を
さ

ら
に
展
開
し
、
ウ
ッ
ド
は
思
考
実
験
を
多
用
す
る
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
倫

理
学
の
方
法
自
体
を
批
判
し
、
ウ
ル
フ
は
帰
結
主
義
と
カ
ン
ト
主
義
を

調
停
さ
せ
よ
う
と
い
う
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
企
て
に
疑
問
を
呈
し
、
同
様

に
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
も
自
分
の
契
約
主
義
は
カ
ン
ト
主
義
と
も
帰
結
主
義

と
も
一
致
し
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
第
Ⅴ
部
で
彼
ら
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
の
議
論
に
回
答

し
て
い
る
が
、
中
で
も
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
の
契
約
主
義
に
つ
い
て
多
く
の

ペ
ー
ジ
を
費
や
し
、
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
自
身
が
『
理
由
と
人
格
』
第
Ⅳ
部

で
開
拓
し
た
人
口
倫
理
の
諸
問
題
に
そ
れ
が
適
切
な
回
答
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
に
改
訂
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
哲
学
方
法

論
に
関
す
る
ウ
ッ
ド
の
批
判
に
は
回
答
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
両
者
が

倫
理
学
に
求
め
る
も
の
が
違
い
す
ぎ
る
せ
い
だ
ろ
う
。

第
Ⅵ
部
で
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
メ
タ
倫
理
学
の
諸
理
論
を
検
討
し
て
、

自
然
主
義
や
非
認
知
主
義
や
エ
ラ
ー
理
論
に
反
対
し
て
彼
が
〈
非
自
然

主
義
的
認
知
主
義
〉
あ
る
い
は
〈
理
性
主
義
〉
と
呼
ぶ
一
種
の
直
観
主

義
の
見
解
を
支
持
す
る
多
様
で
周
到
な
議
論
を
提
出
す
る
（
後
の
第
3

巻
で
は
こ
の
立
場
は
〈
非
実
在
論
的
認
知
主
義
〉
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、〈
非
実
在
論
〉
と
い
う
名
称
は
む
し
ろ
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
か
も
し
れ

な
い
。
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
物
理
的
な
存
在
と
は
違
う
仕
方
で
は
あ

る
が
、
理
由
も
客
観
的
に
存
在
す
る
と
言
え
る
の
だ
か
ら
）。
非
自
然
主
義

を
と
る
一
方
で
規
範
的
概
念
の
存
在
論
に
関
す
る
見
解
に
コ
ミ
ッ
ト
し

な
い
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
見
解
は
し
ば
し
ば
「
静
寂
主
義quietism

」

と
呼
ば
れ
る
（
た
と
え
ばD

avid Enoch, T
aking M

orality Seriously

（O
xford U

niversity Press, 2011

）127 n.87; M
ark van Roojen, M

e-

taethics 

（Rotledge, 2015

） 275-6; D
oug K

rem
m

 and K
arl Schafer, 

“M
etaethical Q

uietism
”, in T

. M
cPherson and D

. Plunkett 

（eds.

）, 

T
he R

outledge H
andbook of M

etaethics 

（Routledge, 2018

））。
た

だ
し
そ
れ
は
佐
藤
岳
詩
『
メ
タ
倫
理
学
入
門
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
七

年
）
で
説
明
さ
れ
て
い
る
「
静
寂
主
義
」（「
道
徳
的
な
事
実
が
存
在
し
よ

う
と
し
ま
い
と
、
私
た
ち
の
日
常
に
は
何
の
影
響
も
な
く
、
何
の
道
徳
的
問

題
も
解
決
さ
れ
な
い
か
ら
」、「
道
徳
的
な
事
実
の
実
在
を
め
ぐ
っ
て
議
論
す

る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
立
場
と
さ
れ
る
。
同
書
188
頁
）
と
は
異
な
る
よ

う
だ
。
な
ぜ
な
ら
た
と
え
ば
1 

0 

3
節
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
パ

ー
フ
ィ
ッ
ト
は
規
範
的
な
事
実
と
真
理
が
客
観
的
に
存
在
す
る
か
否
か

は
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

自
然
主
義
に
対
す
る
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
反
論
は
長
大
だ
が
（
第
二
十

五
章
か
ら
第
二
十
七
章
）、
そ
の
重
要
な
部
分
は
〈
自
然
的
事
実
と
規
範

的
事
実
は
指
示
対
象
・
外
延
が
同
じ
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
概

念
・
内
包
は
異
な
る
〉
と
い
う
よ
う
に
表
現
で
き
よ
う
。
二
十
世
紀
の

メ
タ
倫
理
学
の
世
界
で
は
非
認
知
主
義
が
主
流
だ
っ
た
の
に
対
し
て
最
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近
で
は
非
自
然
主
義
的
認
知
主
義
へ
の
大
き
な
揺
り
戻
し
が
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
一
因
が
本
書
に
あ
る
こ
と
は
疑
問
が
な
い
。
私
は
そ
の
議
論

の
中
で
も
第
三
十
四
章
、
特
に
1 

2 

1
節
の
「
収
斂
の
主
張
」（
こ
れ

は
64
、
80
節
の
「
収
斂
の
議
論
」
と
は
別
物
）
を
特
に
重
要
だ
と
評
価
し

た
い
。
と
い
う
の
は
、
認
知
主
義
や
実
在
論
に
対
す
る
一
般
の
人
々
の

疑
念
は
、
価
値
が
は
た
し
て
実
在
と
言
え
る
か
と
い
っ
た
形
而
上
学
的

な
問
題
や
、
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
的
信
念
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
と
い

っ
た
認
識
論
的
な
問
題
よ
り
、
理
性
的
な
人
々
の
間
に
も
道
徳
に
関
す

る
広
範
な
意
見
の
不
一
致
が
見
ら
れ
る
と
い
う
否
定
で
き
な
い
事
実
に

起
因
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
こ
の

事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
想
的
な
条
件
の
下
で
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が

十
分
に
類
似
し
た
規
範
的
信
念
を
持
つ
と
い
う
主
張
を
支
持
す
る
議
論

を
た
く
さ
ん
あ
げ
て
い
る
。
果
た
し
て
数
学
や
論
理
学
の
領
域
の
よ
う

に
倫
理
の
領
域
で
も
そ
の
よ
う
な
収
斂
が
生
ず
る
か
ど
う
か
は
さ
ら
に

検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
が
、
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
が
こ
こ
で
認
知
主
義
を

擁
護
す
る
強
力
な
議
論
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。

本
書
の
補
論
に
は
カ
ン
ト
倫
理
学
や
存
在
論
や
刑
罰
の
正
当
化
に
関

す
る
独
立
性
の
強
い
文
章
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
「
な

ぜ
世
界
が
存
在
す
る
の
か
？
」
と
い
う
特
に
壮
大
な
問
題
を
扱
っ
た
補

論
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
ジ
ム
・
ホ
ル
ト
『
世
界
は
な
ぜ
「
あ
る
」
の
か
』

（
寺
町
朋
子
訳
、
早
川
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
と
い
う
好
著
の
併
読
を
勧

め
た
い
。
そ
こ
に
は
生
身
の
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
も
登
場
す
る
。

と
こ
ろ
で
倫
理
学
の
現
状
に
つ
い
て
知
識
が
あ
る
読
者
は
、
パ
ー
フ

ィ
ッ
ト
が
こ
の
大
著
の
中
で
徳
の
倫
理virtue ethics

に
ほ
と
ん
ど

触
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
徳
の
倫
理
は
今
日

規
範
倫
理
学
の
世
界
で
帰
結
主
義
と
カ
ン
ト
主
義
に
並
ぶ
第
三
の
立
場

と
し
て
存
在
感
が
強
い
の
だ
が
、
彼
は
徳
の
倫
理
に
は
55
節
の
末
尾

（
お
よ
び
第
3
巻
の
1 

8 

3
節
）
で
〈
動
機
帰
結
主
義
〉
の
一
種
と
し
て

わ
ず
か
に
触
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
徳
の
倫
理
が
「
正
し

い
行
為
」
の
指
針
を
与
え
る
こ
と
に
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
い
と
い
う

事
実
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
徳
の
倫
理
の
提
唱
者
で
あ
る
ジ
ュ
リ
ア
・
ア

ナ
ス
が
、「
こ
こ
［
徳
の
倫
理
］
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
正
し
い
行
為
が
ま
さ

に
正
し
い
行
為
と
し
て
共
通
に
持
っ
て
い
る
倫
理
的
に
実
質
の
あ
る
何

か
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
否
定
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
正

し
い
行
為
を
ま
さ
に
正
し
い
行
為
と
し
て
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
何

ら
か
の
有
益
な
基
準
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
否
定
さ
れ
る
」（
ア
ナ
ス

『
徳
は
知
な
り
』（
相
澤
康
孝
訳
、
春
秋
社
、
二
〇
一
九
年
）
八
六
ペ
ー
ジ
。

強
調
は
原
文
）
と
言
っ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
パ
ー
フ
ィ
ッ

ト
か
ら
見
れ
ば
、
正
し
い
行
為
の
指
針
を
与
え
よ
う
と
し
な
い
徳
の
倫

理
は
、
そ
も
そ
も
規
範
的
道
徳
理
論
と
し
て
の
資
格
を
は
じ
め
か
ら
放

棄
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
『
理
由
と
人
格
』
の
序
文
で
「［
ピ
ー
タ
ー
・
］
ス

ト
ロ
ー
ソ
ン
は
記
述
的
哲
学
と
改
訂
的
哲
学
と
い
う
、
哲
学
の
二
つ
の

種
類
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
記
述
的
哲
学
は
わ
れ
わ
れ
が
本
能
的
に
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想
定
し
て
い
る
こ
と
を
支
持
す
る
理
由
を
与
え
、
わ
れ
わ
れ
自
身
と
わ

れ
わ
れ
が
住
ん
で
い
る
世
界
と
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
信
念
の
普
遍
の

中
核
を
説
明
し
、
正
当
化
す
る
。
私
は
記
述
的
哲
学
を
大
い
に
尊
敬
し

て
い
る
。
し
か
し
私
は
気
質
上
改
訂
派
だ
。［
中
略
］
私
は
わ
れ
わ
れ

の
想
定
へ
の
挑
戦
を
試
み
る
。
哲
学
者
は
わ
れ
わ
れ
の
信
念
を
解
釈
す

る
だ
け
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
誤
っ
て
い
る
と
き
、
哲
学
者

は
そ
れ
を
変
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
」
と
書
い
た
。
彼
は
実
際
に
『
理

由
と
人
格
』
の
中
で
、
人
格
の
同
一
性
や
人
口
倫
理
に
関
し
て
、
い
く

つ
も
の
常
識
に
反
す
る
と
は
い
え
、
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
説
得
力
あ
る

多
く
の
主
張
を
行
っ
た
。

と
こ
ろ
が
哲
学
の
そ
の
二
分
法
を
用
い
れ
ば
、
本
書
の
哲
学
は
ず
っ

と
「
記
述
的
哲
学
」
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
パ
ー
フ
ィ

ッ
ト
は
第
1
巻
で
カ
ン
ト
主
義
と
帰
結
主
義
と
契
約
主
義
と
い
う
三
つ

の
今
日
有
力
な
道
徳
理
論
が
結
局
は
ほ
と
ん
ど
同
一
の
内
容
に
帰
す
る

と
主
張
し
て
、
規
範
倫
理
学
に
お
け
る
有
力
な
理
論
の
融
合
を
は
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
シ
ェ
フ
ラ
ー
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
パ

ー
フ
ィ
ッ
ト
は
第
2
巻
の
メ
タ
倫
理
学
に
関
す
る
部
分
で
は
彼
の
言
う

〈
理
性
主
義
〉
を
一
貫
し
て
主
張
し
て
、
そ
れ
以
外
の
諸
説
に
反
論
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
二
〇
一
七
年
に
出
版
さ
れ
た
第

3
巻
で
は
、
メ
タ
倫
理
学
の
分
野
で
も
そ
の
後
の
意
見
交
換
の
結
果
、

表
出
主
義
者
の
ア
ラ
ン
・
ギ
バ
ー
ド
と
自
然
主
義
者
の
ピ
ー
タ
ー
・
レ

イ
ル
ト
ン
と
基
本
的
に
意
見
の
一
致
を
見
た
と
し
て
喜
び
、
さ
ら
に
規

範
倫
理
で
は
〈
三
重
理
論
〉
の
中
に
〈
常
識
道
徳
〉
も
統
合
す
る
な
ど
、

協
調
主
義
的
傾
向
が
一
層
強
く
な
っ
た
。

本
書
に
つ
い
て
は
第
1
巻
523
―
530
ペ
ー
ジ
の
長
大
な
巻
末
注
で
言
及

さ
れ
て
い
る
、
第
１
巻
の
刊
行
前
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
出
版

さ
れ
たE

ssays on D
erek Parfit ’s O

n W
hat M

atters

の
他
に
も
、

パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
逝
去
直
後
に
二
冊
の
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は

Sim
on K

irchin 

（ed.

）, R
eading Parfit, Routledge, 2017

Pe ter Singer 

（ed.

）, D
oes A

nything R
eally M

atter? E
s-

says on P
arfit on O

bjectivity, O
xford U

niversity 
Press, 2017.

で
あ
る
。
前
者
の
サ
イ
モ
ン
・
カ
ー
チ
ン
の
編
著
に
は
、
十
一
人
の
著

者
に
よ
る
九
本
の
論
文
（
共
著
論
文
が
二
本
）
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
パ

ー
フ
ィ
ッ
ト
の
五
十
ペ
ー
ジ
弱
の
リ
プ
ラ
イ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
後

者
の
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
の
編
著
に
は
、
十
四
人
の
著
者
に
よ
る
十

三
本
の
論
文
（
共
著
論
文
が
一
本
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
少
数
の
例

外
は
あ
る
が
、
両
者
の
論
文
の
大
部
分
は
本
書
第
Ⅵ
部
（
お
よ
び
部
分

的
に
第
Ⅰ
部
）
の
メ
タ
倫
理
学
に
関
す
る
部
分
を
論
じ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
本
書
の
内
容
の
理
解
を
深
め
る
論
文
集
だ
が
、
特
に
シ
ン
ガ
ー
の

編
著
は
編
者
自
身
を
は
じ
め
本
書
第
Ⅵ
部
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
や
ギ
バ
ー
ド
や
レ
イ
ル
ト
ン
や
シ
ュ
ロ
ー
ダ
ー
や
ダ
ー
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ウ
ォ
ル
と
い
っ
た
錚
々
た
る
哲
学
者
が
寄
稿
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
が
論
文
集
へ
の
応
答
と
し
て
そ
の
一
倍
半
以
上

の
、
全
四
部
二
十
章
五
十
九
節
に
及
ぶ
五
百
ペ
ー
ジ
近
い
大
著
を
書
き

下
ろ
し
、『
重
要
な
こ
と
に
つ
い
て
』
の
第
3
巻
と
し
て
ま
と
め
た

（
こ
ち
ら
も
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
逝
去
後
刊
行
）
と
い
う
点
で
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
従
っ
て
シ
ン
ガ
ー
の
編
著
と
『
重
要
な
こ
と
に
つ
い
て　

第

3
巻
』
の
関
係
は
、
本
書
の
第
Ⅳ
部
と
第
Ⅴ
部
の
関
係
に
似
て
い
る
。

パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
こ
の
第
3
巻
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
に
対
し

自
ら
の
メ
タ
倫
理
学
の
見
解
を
さ
ら
に
明
確
化
し
て
回
答
し
て
い
る
が
、

前
記
の
よ
う
に
そ
こ
で
は
諸
理
論
間
の
宥
和
を
目
指
す
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
レ
イ
ル
ト
ン
と
ギ
バ
ー
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
一
節
を
寄
稿
し
て
パ
ー
フ

ィ
ッ
ト
と
大
体
に
お
い
て
意
見
の
一
致
を
見
た
こ
と
を
述
べ
、「
ハ
ッ

ピ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
至
っ
た
。
そ
し
て
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
第
3

巻
の
最
後
の
部
分
で
シ
ン
ガ
ー
の
依
頼
（
挑
発
？
）
に
応
え
て
、〈
行

為
帰
結
主
義
〉
と
〈
普
遍
主
義
〉
を
批
判
的
に
検
討
し
、〈
常
識
道

徳
〉
に
近
い
〈
規
則
・
動
機
帰
結
主
義
〉
を
提
唱
し
て
、
こ
れ
ら
の
見

解
も
〈
カ
ン
ト
主
義
〉
と
〈
契
約
主
義
〉
と
〈
規
則
帰
結
主
義
〉
を
統

合
し
た
統
一
理
論
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
も
主
張
し
た
。
私
は

も
し
機
会
に
恵
ま
れ
れ
ば
こ
の
第
3
巻
も
訳
出
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

ま
た
三
巻
本
の
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
追
悼
論
文
集
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
出
版
会
か
ら
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
、
す
で
に
第
1
巻
と
第
2
巻
の
、
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が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
巻
に
は
『
理
由
と
人
格
』
と
論
文
「
平

等
か
優
先
か
」（
広
瀬
巌
編
・
監
訳
『
平
等
主
義
基
本
論
文
集
』（
勁
草
書

房
、
二
〇
一
八
年
）
に
収
録
）
と
『
重
要
な
こ
と
に
つ
い
て
』
の
第
1
巻

と
第
3
巻
に
関
す
る
諸
論
考
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
邦
訳
を
勁
草
書
房
か
ら
依
頼
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
四
年
の
晩

秋
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
れ
は
私
が
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
休
暇
中
、
ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
大
学
に
お
け
る
短
期
間
の
在
外
研
究
の
た
め
に
渡
米
し
、
そ
こ
に

客
員
教
授
と
し
て
や
っ
て
き
た
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
に
久
し
ぶ
り
に
再
会
す

る
直
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
カ
ン
ト
哲
学
や
メ
タ
倫
理
学
の
専
門
家
な
ど
、

本
書
を
訳
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
は
当
時
で
も
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず

だ
と
思
う
の
だ
が
、
そ
の
人
た
ち
が
原
書
で
千
四
百
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
あ

ま
り
の
分
量
に
恐
れ
を
な
し
て
引
き
受
け
か
ね
た
と
こ
ろ
、
私
は
パ
ー

フ
ィ
ッ
ト
の
前
著
『
理
由
と
人
格
』
を
す
で
に
訳
し
た
こ
と
が
あ
る
し

彼
を
個
人
的
に
知
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
を
買
わ
れ
て
依
頼
さ
れ
た
よ

う
だ
。『
理
由
と
人
格
』
の
翻
訳
の
際
は
依
頼
か
ら
出
版
ま
で
足
か
け

三
年
か
か
っ
た
の
で
、
そ
の
二
倍
の
長
さ
の
本
書
は
「
五
か
年
計
画
」

で
完
成
さ
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
他
の
仕
事
に
時
間
を
取
ら
れ
て
計

画
を
延
引
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
出
版
社
に
も
読
者
の
皆
さ
ん
に
も

申
し
訳
な
い
。
本
書
の
翻
訳
は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
級
の
広
大
な
宮
殿
を
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略
図
だ
け
を
頼
り
に
一
人
で
隅
々
ま
で
歩
き
回
る
よ
う
な
経
験
だ
っ
た
。

自
分
が
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、

不
意
に
視
野
が
広
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

最
後
に
近
い
段
階
に
な
っ
て
、
文
体
の
統
一
を
必
要
と
し
な
い
第
Ⅳ

部
の
四
人
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
の
寄
稿
分
の
う
ち
ウ
ッ
ド
と
ハ
ー
マ
ン

の
部
分
を
奥
野
久
美
恵
さ
ん
に
訳
し
て
も
ら
っ
て
、
よ
う
や
く
足
か
け

九
年
で
肩
の
荷
を
下
ろ
せ
た
こ
と
に
な
る
。『
後
拾
遣
和
歌
集
』
の
序

の
文
章
を
借
り
れ
ば
、「
こ
の
仰
せ
、
心
に
か
か
り
て
思
ひ
な
が
ら
、

年
を
送
る
こ
と
、
こ
こ
の
返
り
の
は
る
あ
き
に
な
り
に
け
り
」
で
あ
る
。

原
書
は
出
版
を
急
か
さ
れ
て
か
、
出
典
個
所
や
ペ
ー
ジ
数
の
表
記
を

は
じ
め
編
集
・
校
正
上
の
不
備
や
誤
り
と
思
わ
れ
る
個
所
が
散
見
さ
れ

る
。
訳
書
で
は
そ
の
よ
う
な
個
所
を
大
部
分
断
わ
ら
ず
に
直
し
た
が
、

判
断
が
及
ば
な
か
っ
た
場
合
や
表
記
の
不
統
一
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
場

合
も
あ
る
。
ま
た
原
書
の
注
に
は
番
号
が
な
い
が
、
翻
訳
の
際
に
付
番

し
た
。『
理
由
と
人
格
』
の
翻
訳
の
時
は
エ
ア
メ
ー
ル
で
疑
問
点
を
パ

ー
フ
ィ
ッ
ト
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
本
書
の
訳
出
に
あ
た
っ

て
は
私
が
翻
訳
中
で
あ
る
こ
と
は
連
絡
し
て
い
て
も
、
急
逝
さ
れ
た
た

め
質
問
を
送
る
機
会
が
な
く
て
と
て
も
残
念
だ
。

訳
出
に
あ
た
っ
て
は
大
部
分
の
場
合
、
た
と
え
ば“w

ill ”

（
助
動
詞

で
な
い
場
合
）
を
「
意
志
（
す
る
）」、“im

ply ”

を
「
含
意
す
る
」、

“suggest “

を
「
示
唆
す
る
」、“rational “

を
「
理
性
的
」、“reason-

able ”

を
「
合
理
的
」（
し
か
し“rationality ”

は
「
合
理
性
」）
な
ど
と
あ

え
て
統
一
的
に
訳
し
た
。
他
の
哲
学
書
は
い
ざ
知
ら
ず
、
本
書
に
は
こ

の
方
針
が
適
し
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
決
し
て
私
の
怠
惰

や
語
彙
の
乏
し
さ
が
原
因
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト

の
文
体
は
し
ば
し
ば
ユ
ー
モ
ラ
ス
だ
が
、
決
し
て
深
い
含
蓄
や
微
妙
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
よ
う
な
文
学
的
名
文
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
著

者
の
主
張
を
正
確
に
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、
一

つ
の
単
語
を
複
数
の
意
味
で
用
い
た
り
、
同
じ
観
念
を
示
す
た
め
に

別
々
の
言
葉
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
だ
。
ま
た

あ
る
哲
学
論
文
集
の
訳
書
に
あ
っ
た
、「
文
法
に
従
っ
た
忠
実
な
翻
訳

文
は
、
訳
者
の
理
解
し
て
い
る
程
度
を
越
え
て
原
文
の
趣
旨
を
読
者
に

伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
多
い
」（
嶋
津
格
「
ま
え
が
き
―
―
訳

者
解
説
に
か
え
て
」『
倫
理
学
と
哲
学
と
の
架
橋　

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
論
文

選
』
東
信
堂
、
二
〇
一
八
年
、
ⅶ
頁
）
と
い
う
文
章
に
私
が
共
感
す
る
か

ら
で
も
あ
る
。
普
通
の
日
本
人
は
「
私
は
示
唆
す
る
」
な
ど
と
い
う
文

章
を
書
か
な
い
と
思
う
人
が
い
た
ら
、
そ
の
人
は
、
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は

日
本
人
で
な
い
し
、
ま
た
普
通
の
イ
ギ
リ
ス
人
で
も
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
を
想
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
は
原
文
が
す
け
て
見
え
る
訳
文

を
目
指
し
た
。

た
だ
し
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
文
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
は
明
晰
だ
が
、

文
章
間
の
関
係
が
順
接
な
の
か
逆
接
な
の
か
理
由
づ
け
な
の
か
例
示
な

の
か
並
列
な
の
か
対
比
な
の
か
譲
歩
な
の
か
が
一
見
明
白
で
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
、
適
宜
「
か
ら
だ
」「
だ
が
」
な
ど
の
言
葉
を
補
っ
た
。
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ま
た
序
文
の
冒
頭
で
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
自
身
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

本
書
は
か
な
り
独
立
し
た
部
分
か
ら
な
っ
て
い
て
、
著
者
も
読
者
が
通

読
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
な
い
か
ら
、
読
者
は
本
書
の
分
量
の
膨
大

さ
に
た
じ
ろ
が
ず
に
、
関
心
を
持
つ
部
分
・
理
解
し
や
す
い
部
分
か
ら

読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
原
書
と
同
様
、
本
訳
書
の
カ
バ
ー
に
は
熱
心
な
ア
マ
チ
ュ
ア
写

真
家
だ
っ
た
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
が
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
撮
影
し

た
写
真
を
使
っ
た
。
そ
の
被
写
体
は
、
第
1
巻
は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
劇

場
と
旧
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
間
に
あ
る
「
冬
の
運
河
」
で
あ
り
、
第
2

巻
は
「
大
学
河
岸
」
で
あ
る
。

最
後
に
、
翻
訳
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
奥
野
久
美
恵
さ
ん
と
煩
雑

で
時
間
の
か
か
る
編
集
作
業
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
勁
草
書
房
の
鈴

木
ク
ニ
エ
さ
ん
に
感
謝
す
る
。

二
〇
二
二
年
一
月
二
日
（
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
没
後
五
周
年
の
日
）

 

森
村　

進　


	重要な２巻 ＿立ち読み
	重要なことについて847-854

